
 
警 察 署 協 議 会 会 議 録 

名　　称 大　阪　府　曽　根　崎　警　察　署　協　議　会

 開催日時   令和６年１１月２９日（金）　午後２時から

　　　　　　　　　　　　　　　午後３時１０分までの間

開催場所   大阪府曽根崎警察署　会議室

    白石会長　和田副会長　池上委員　奥委員　大東委員  吉沢委員　　　

   出 委　員 　

 　西村委員

 席

   　署長　副署長　総務課長　留置管理課長　会計課長　生活安全課長

  者 警　察 　

　地域課長　刑事課長　交通課長　警備課長　広聴相談係長２名

  １　会長挨拶

 　  委員の皆様、署長をはじめ署員の皆様、お忙しい中、御出席ありがと

  　うございます。

 　　昨日は発隊式に参加させていただきまして、もう年末なんだな、忙し

  　くなるなという感じを受けました。

  　　本日は、どうぞよろしくお願いいたします。

  ２　署長挨拶

 　　委員の皆様方には、平素、住民の代表という立場から、曽根崎警察署

 　の警察行政に多大な御尽力をいただき、また、建設的な御意見を賜りま

  　して、ありがたく存じております。改めて厚く御礼を申し上げます。

  　　管内の情勢等について説明をいたします。

   (1)　交通死亡事故の発生等について

 　　　前回の開催から３か月が経ちましたが、この間、社会の耳目を集め

 議 事 概 要 　　るような大きな事件は幸いにも発生しておりませんが、残念ながら、

  　　交通死亡事故の発生がありました。

 　　　本件発生に伴いまして、発生場所において、ここで交通死亡事故が

 　　発生したという広報啓発を行い、通行される方々が自分のこととして

 　　危機意識を高めていただくとともに、朝・夕の通勤時間帯において、

 　　交通課員や交番の勤務員等の制服警察官による交通立番活動を強化す

 　　るほか、警察本部と連携しながら歩行者の安全対策として信号の秒数

  　　調整などについて検討しているところです。

 　　　また、11月１日に道路交通法が一部改正され、自転車の違反に関す

  　　る罰則が強化されています。

  　　　１つ目は、自転車の酒気帯び運転です。

 　　　これまで自転車については罰則はありませんでしたが、３年以下の

  　　懲役または50万円以下の罰金が新設されました。

 　　　２つ目は、自転車を運転しながら手で携帯電話等を持って通話した

  　　り、画面を注視するいわゆる「ながら運転」についてです。

 　　　これまで５万円以下の罰金でしたが、６か月以下の懲役または10万



  　　円以下の罰金と罰則が強化されています。

 　　　交通課や地域課だけでなく、本部自転車対策室や白バイ等の交通機

 　　動隊などと連携し、自転車に対する交通指導取締りを強化するととも

 　　に、自転車の通行量の多い交差点において、自転車のマナーの向上や

  　　ルール周知に向けた広報啓発に取り組んでいます。

 　　　罰則が強化された自転車の酒気帯び運転や携帯電話等のながら運転

 　　も検挙しており、今後も引き続き交通指導取締りを強化していくこと

  　　としております。

   (2) 「署選挙違反取締本部」の設置及び選挙警備について

 　　　衆議院議員選挙につきましては、公正な選挙を担保するため、選挙

 　　の公示とともに「署選挙違反取締本部」を設置し、情報収集等を行い

  　　ました。

 　　  大物国会議員が管内で応援演説を行うなど、選挙警備が続きました。 

 　　  ２年前の安倍元総理銃撃事件や昨年４月の岸田前総理への爆発物投

     てき事件後、初めての国政選挙であり、また、この選挙期間中にも東

     京永田町の自民党本部に火炎瓶が投げ込まれる等、これまで以上に緊

     迫した大変厳しい情勢の中での選挙警備でしたが、署員がよく頑張っ

      てくれ、無事に乗り越えることができました。

   (3)　犯罪情勢について

   　　本年10月末の刑法犯認知件数は、大阪府全体で約６万8,000件、前

  　　年同期比で、プラス1.1％となっています。

 　　  ６月末で前年比プラス1.5％でしたので、僅かですが0.4ポイント改

  議 事 概 要 　　善しています。

 　  　曽根崎警察署管内は、10月末で2,823件。前年同期比で、プラス2.4％

  　　となっています。

  　　  ６月末では、前年比プラス19.9％でしたので、17.5ポイントと大き

      く改善しています。

 　　  前回､課題の一つとして紹介しました「万引き」につきましては、

 　　プラス157件と、依然として大幅に増加していますが、前年比はプラ

 　　ス23.5％で、６月末はプラス56.7％でしたので、改善傾向にあります。 

 　　  特殊詐欺につきましては、ほぼ前回と同様、高い水準で発生してい

      る状況に変わりはありません。

   (4)　遺失・拾得について

     　曽根崎警察署の特徴の一つに、遺失・拾得届の多さが挙げられます。 

 　　  昨年１年間の曽根崎警察署の拾得届の件数は、鳥取県全体の件数と

     同じくらいの件数がありました。今年は、さらにその件数を大きく上

      回っています。

 　　  その要因につきましては、本年７月、大阪駅西側に｢イノゲート大 

     阪｣（飲食店50店舗等）、旧中央郵便局跡に｢ＪＰタワー大阪｣(飲食店 

     等107店舗等)が開業。また、９月には、うめきた２期(グラングリー 

     ン大阪)の一部(｢うめきた公園｣の70％、ホテル、オフィス、商業施設

     等の北街区)が開業し、インバウンドを始め多くの観光客が訪れてい 

     ます。来年は、大阪・関西万博で更に多くの方が来阪されることから、

      増加に歯止めがかからない状況です。

  　  　以上で私の挨拶と、犯罪情勢等についての説明を終わります。

  

  



  ３  主な業務推進結果等

    ○　地域課

  　○　刑事課

  

  ４　協議事項

  　　委員から寄せられた議題

  　【委員】

     扇町小学校イベント開催時の校門付近公道における駐輪問題 

  議事概要 　【警察】

    扇町小学校教員に面接し、申出内容を伝達したところ              

    　　　・  学校から父母等に対し、イベント時においては、自転車の

　　　　　　来校は固く禁止している旨を伝えている。　　　　　　　　

　　　　　・　イベントの日は、父母の来校が集中する時間帯のみ校門に

 　　　　　　職員を立たせている。

 　旨の回答があった。

 　　改めて教員に対して　　

　　　　　父母の来校が集中する時間だけでなく、イベント開催中は、校

 　　　　門に職員を配置して公道に駐輪させないこと。

　　　　  父母等に対して自転車での来校を禁止する旨を連絡していただ

 　　　　きたい。

　旨を伝達した。　

                               


